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二
〇
一
一
年
度
は
、
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
に
お
い
て
岩
手
県
で
最
も
甚
大
な
被
害
に
あ
っ
た

陸
前
高
田
市
に
お
い
て
、
被
災
住
民
自
身
が
地
域
の
再

生
、
生
活
再
建
に
向
け
て
そ
の
課
題
を
話
し
合
い
、
主
体

的
な
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
を
支
援
し
つ
つ
、
仮
設
住
宅

お
よ
び
被
災
地
域
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
の
あ

り
方
を
共
に
模
索
し
な
が
ら
、
今
後
の
復
興
に
お
け
る
地

域
再
生
の
モ
デ
ル
づ
く
り
に
寄
与
す
る
た
め
に
、「
陸
前

高
田
地
域
再
生
支
援
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
編
成
し
、

研
究
代
表
者
と
し
て
今
日
ま
で
活
動
を
続
け
て
い
る
。

　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
法
政
大
学
、
明
治
大
学
、
中
央

大
学
、
東
京
大
学
の
都
市
計
画
、
地
域
福
祉
、
社
会
学
、

臨
床
心
理
、
公
共
政
策
学
な
ど
の
研
究
者
、
実
践
家
に
よ

る
共
同
調
査
チ
ー
ム
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
被
災
者
の
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
や
住
ま
い
の
意
向
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
、
市
内
に
建
設
さ
れ
た
五
十
三
の
仮
設
住
宅

団
地
の
自
治
会
長
等
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
、
仮
設
住

宅
団
地
の
役
員
情
報
交
換
会
の
開
催
、
復
興
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
な
ど
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
通
し
、
被
災
地
の
住
民
が
主
体
に
な
っ
て
地
域

再
生
を
図
る
可
能
性
と
課
題
を
探
求
し
て
い
る
。

　
震
災
関
連
で
は
、
日
本
地
域
福
祉
学
会
、
日
本
都
市
計

画
学
会
連
携
に
よ
る
復
興
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
の
副
座
長

（
座
長
は
、
後
藤
晴
彦
早
稲
田
大
学
教
授
）
と
し
て
研
究
会
な

ど
を
重
ね
、
そ
の
成
果
を
二
〇
一
二
年
二
月
二
日
に
『
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
基
点
と
し
た
復
興
ま
ち
づ
く
り
の
提

言
』と
し
て
公
表
し
、そ
の
内
容
の
一
部
が
、三
月
六
日
付

の
読
売
新
聞
・
暮
ら
し
面
の
全
国
版
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
震
災
以
外
で
は
、
東
京
都
多
摩
市
の
地
域
福
祉
計
画
策

定
委
員
会
委
員
長
、
東
京
都
狛
江
市
市
民
福
祉
推
進
委
員

会
委
員
長
と
し
て
、
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
東
京
都

の
多
摩
地
域
に
お
い
て
、
い
か
に
す
れ
ば
今
後
住
民
が
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
か
、
介
護
や
福
祉
施
策
の

あ
り
方
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
厚
生
労

働
省
安
心
生
活
創
造
事
業
検
討
委
員
会
委
員
、
全
国
各
地

の
福
祉
の
現
場
実
践
者
の
研
修
講
師
と
し
て
、
今
後
の
人

口
減
少
、
超
高
齢
化
社
会
に
お
い
て
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
の
で
き
る
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
実
践
的
な
視
点
を
含

め
た
研
究
を
進
め
て
い
る
。
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